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I 問題と目的

1 幼児期の教育における問題

昨今では 3 幼保一体型認定こども園の施行や

待機児童問題など，幼児教育においては大きな

変革の時期である。社会，保護者のニーズ、への

対応が進められる中で 生涯にわたる人格形成

の基礎を培う重要な役割を担う幼児期における

保育の質の保障，保育者の専門性や力量が問わ

れている。

2 園の課題

昨年度，本園のアセスメントを行った結果，

「指導計画や幼児の姿は理解できるが，何をど

うすれば，保育がよりよくなっていくのかが分

からない」や「記録を書いても，書くことに重

点を置いてしまい，そこから次の保育や幼児へ

のかかわりが読み取れなしリまた保育の中で

自分のクラスの課題や問題点・悩みなど，職朝な

どで話に上がるが，その問題についてどのよう

に向き合えばよいか，具体的な方策など見えに

くいところもある j という悩みが挙げられ幼児

や保育の課題は見出せるものの，そこでとどま

ってしまい解決に至れていないことなどが明ら

かになった。

3 目的

計画や作業の形式的な段階でとどまらず，本

質的な部分に踏み込むための保育の省察・実践

のあり方の見直しが必要である。そこで保育者

自身による幼児や保育へのよみとりの深まり，
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作成の連続性を促し，日々の改善を図ることに

より ，省察の深化を追求し保育者としての力量

の形成や向上をめざす。

E 実践研究の方法

以下の表 1の通り1.課題の意識化と改善方

法の共通理解 2中期・短期計画の有効化への

取組 3.カンファレンスの実施 4.保育記録シ

ートによる省察とし，計画をもとに実践を行う 。

l標題の宜際化と改善方法の

共通理解

-取組についての鋭明(4月)

・保育者意撒掲査アンケート実施
(4月7月12月、保育者10$)

2中期 ・短期計画の有効化へ

の取組
・月別指導計画の具体化 目全体打

合せの充実
・理計画7オ寸7fの作成・実施

3.方ン77レンZの実路

4.保育記録シートによる省察

E 実践と結果

月期指導計画.週計画揮膏記録ンート.保育記録ンートの
提案 ・説明 (4月3日;走路・全保育者)
意識諮査アンケートによる課題の明確化を行う.4月 7Fj
12月に実施.段階的詞査を行い比較.結果をフードハッヲ

し課題の明確化 共通理解を行ない改善に聾げる一

月別指導計画具体化シートを活用し具体的な計画の内容を
各自記入.全体打合世を行い1 指導の具体化 ・可視化し共
通理解を図る.(4月-12月各月前月束宴花全課宵者)

。月の計画を週におろせるフォーマットにより週計酉の作成
を簡単にL.幼児を促える視車 自らの毘膏を握り垣る視
点在入れ教育的観点をもてるようにする.

-日々 のカンファレンλ 合同研究会 (月1回公開)、研究怪

宵 (月1回公開;の実施.
日々 の力ンファレンスが有効にtよる要因を1華民有効化・活
性化による問慢性を莞揮した省察の深まりをめざす，

-幼児の葺‘ よみとり・ j~倍、判断 ・手立ての観車導入
課題は見えるが課題直蓄に至っていない理由の可視t 認諾
から 誼善に踏み込むことによる省察の深まりをめざす，

1 保育者意識調査，アンケート，力量調査

の実施・結果

保育者の意識調査は 4月初旬 7月初旬， 12 

月初旬に実施し，結果を保育者一人一人にフィ

ードバックした。普段は表面化されない個々の

課題が可視化され，以下の取組を進め深める上

で有効な意識化が図れた。



2 中期・短期計画の有効化への取組

(1)月別指導計画具体化シート作成，指導計

画全体打合せの実施・週計画シート作成

図 1 月別指導計画と具体内容 (一部抜粋)

指導計画と実際の指導が繋がりにくいという

課題を受け，指導計画のねらいや内容を幼児の

実態に合わせた具体的な指導が可視化できるシ

ートを作成した。それぞれの保育者が具体的に

どのような指導を計画しているかを可視化した。

それをすべての職員に配付し全体打合せを実施

し，それぞれの保育者の指導の方向性や内容が

共有された。学校課題 FW1後に課題を再確認し，

課題改善の手立てを「月別指導計画具体化シー

トの共有化JI全体打合せ時，意見や情報交換の

活性化JI保育者一人一人が，話す時間に意識を

おいた打合せJI指導計画具体化シートを担任や

各担当に合わせた項目への変更Jとし， FW IIで

は改善を図り実施した。

図2 月別指導計画全体打合せの様子

( 2 )週計画フォーマッ トの作成， 実施

月別指導計画の具体化を受け，週計画フォー

マットを作成した。月別指導計画を週計画に貼

り付けられるように簡素化を図った。月の指導

計画が具体的に出されており，週計画を具体的

にイメージしながら作成できるようになった。

新たに設けた評価の視点では，ねらいと実践と

の整合性を意識した省察ができるようになって

いる。

( 3 )中期・短期計画の有効化への取組結果

中期 ・短期指導計画の有効化に向けた取組の

結果，月別指導計画の具体化と全体打合せにお

いて，アンケートにも有効性・必要性が記され

ていた。具体化・ 共有化を行ったことで，それ

ぞれの保育者の指導の方向性や具体が他の保育

者に可視化され， よりよい計画 ・指導に繋がっ

ていった。実際の指導計画具体化シートからも

明らかであるように，保育の具体的指導やその

指導がめざすものが繋がっていることが分かる。

しかし 3 月別指導計画具体化シートを作成する

計画段階で安心・納得せず，具体化した計画を

保育や幼児の成長発達にとって有効に繋げる必

要がある。そのためには省察やマネジメントが

繰り返されなければならない。具体化 と共に保

育者としての意識や姿勢を有効に保つことが重

要であり ，引 き続き課題となる。

週計画作成についてのアンケートには，段階

的に計画をおろす作業としては有効であるが，

短期計画のより具体的な計画としては必要性が

感じられにくいとの意見も出されている。

3 省察を深めるカンファレンスの実施

(1)実践の内容

本国のカンファレンスの機会は，研究保育，

合同研究会，日々行われるカンファレンスがあ

る。このように機会はあり 「役に立つ」とは感



じるものの話をしても段取りや作業的な確認

で終わる JI状況は把握できるが手立てに至らな

いJI有効なアドバイスや手立てができない」等，

本質に踏み込めていない現状であることも分か

った。今回の取組では，カンファレンスが有効

になる要因を洗い出し， 有効性を実感できるよ

う改善をめざ した。

( 2 )有効なカンファレンスの要因

学校課題 FW1では，カンファレンスを積極的

に取り入れ 3 何をどうすればカンファレンスが

本質的な部分に踏み込めるのかを探った。 7月

のアンケートには聞くことで保育が変わるき

っかけを確かにつかむことができる」と記述さ

れており，そこから「何を聞けば変わったのか」

を探った。その結果幼児の姿から何をよみと

ったのかJI保育者の心の動きや意図を率直に，

語り ，聞 くこと」が，具体かっ応答的であると

カンファレンスが有効と感じ，保育に生かされ

ることが分かった。そのポイント(図-3)を意識

しカンファレンスの実践を進めた。

l "何を聞けば'保育が変わるきっかけをつかめるのか?]
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育到な力ンファレンスにつながる要因

「幼児の奈から同を読み取ったのかJ
「保育蓄はどのように心が動いたのかl
rl司を意図しているのがjを、異体的に、率直}こ、繰り返し語り、筒くこと.

この、保育香伺士の応答性がI保育が変わるきっかけを確かにつかむJことに繋がっていく.

図 3 カンファレンスが有効になる要因

( 3 )カンファレンスの実践結果

有効な要因を洗い出し実践を進めた結果，省

察が深まり保育者同士が“よみとり"を具体か

っ応答的に繰り返す中で意味がある JI保育

に生かせる JI思考や意図を確認したい」とカン

ファレンスの有効性が実感を伴って語られた。

更に，そのような保育者の変容に周りが刺激を

受け自分も変わりたしリ「保育を充実させた

しリという保育者の意識が掻き立てられていっ

た。アンケー トには「アドバイスや意見を求め

る姿が毎 日のように見られ3 それをきっかけに

保育者同士の話合いが今年は非常に活発になっ

てきていると思う」と記されている。保育者に

より個人差はあるがその有効な応答の繰り返し

により ，保育者同士の同僚性や力量を形成 して

いくことが実践から明確になった。

4 保育記録シートによる省察

( 1 )新たな保育記録シートの実施

内容だけの羅列記録にならないよう， I実際j

「よみとり・理解JI手立て」という観点を設けた

シート(図-4) を新たに作成し実施した。

月日 (

主主 よみとり・三層 判苦・手立て

幼児の霊
行的51i1Jl持活され|純蓄がeuld特 色縦弱11!ü とうすること胤月にとコてI~

るfl)/OJ.?~I な)ï~1 1t (軍部)動 的ある~自ζ提がると苦えるか

図 4 保育記録シートの観点

実施した当初は，新しい取組であることと計

画・作業の形式的な段階から本質的な部分への

踏み込みへの難しさに書けないJI書く時間

がないJI観点の枠があると書きにくしリという

声が挙がった。その状況に対して園長が保育者

としての意識や在り方を問い直すマネジメン ト

を行ったことで，保育者それぞれに記録に対す

る意識や姿勢の変容に繋がった。カンファレン

スが有効になると 同時に，行ったことの内容の

羅列記録ではなく，幼児や保育のよみとりや，

カンファレンスを通じて出された手立てが記録



に残されるようになり，保育者の思考や応答が

文字となり可視化されていった。

( 2 )実践結果

保育記録シー トに観点を設けたことにより ，

記述できる観点，記述できない観点が表出され，

保育者それぞれのよみとりの課題が明確になっ

た。記述されにくいのは行動や言動から予想

される幼児の思いJrどうすることが幼児にとっ

て意味のある経験に繋がると考えるか」の観点

で，この観点は「幼児理解」と「判断 ・手立て」

にあたり，幼児理解に踏み込めていないため手

立ても講じられないということを表した。この

ように可視化することで省察の浅さを認識し改

善に踏み込むようになり，それとともにカンフ

アレンスも多く行われるようになった。省察が

深められると記録も必然的に書けるようになり，

保育者としての力量の向上に繋がっていったこ

とが分かる。

課題としては，省察が深められる状況を維持

することと，記録とカンファレンスは関連が強

いが，カンファレンス内容が記録に反映されて

いない場合が多い。カンファレンス内容が記録

に残るように手立てを考えていく必要がある。

W 成果

1 力量形成調査から

4月と 6月と 11月に保育者自身が自分の力量

についてのチェックを行い，省察を深める取り

組みにより保育者としての力量にどのような変

化を与えたのかを調査した。調査の結果では保

育者 10名のうち 9名が，力量が向上したと自

己判断・評価し，理由として省察が大きく影響し

たことが語られている。また，他者評価におい

ても同様に力量が上がっているという結果が出

ている。

2 12月に行ったアンケート記述から

「生活プラン(本閣の教育課程)が土台にあり

それに照ら し合わせていくことで月のポイン ト

や学級としてのテーマ，幼児一人一人の課題の

手立てが見えてくるといった一連のサイクルを

改めて認識できたJr自分の保育がこれで良いの

かわからないまま保育していた以前より，自分

が保育で困っていること等，自分の中ではっき

りし相談することができるのでありがたいし，

やりがいがあるJと記述されており，プロセスの

質から成果を実感していることが分かる。

今回の取組においては，保育者にとって自己

課題に向き合い，改善に向かう努力を伴うこと

となったが，取組の必要性については全保育者

が必要である」とアンケートに記している。

また大変だが有効であるJrやりがし、がある」

という記述も多く，保育を追求した結果，達成

感や充実感が残ったようだ。

専門性や保育者の力量は計画を立てること」

「実践すること Jr実践を省察すること」この過

程の深化であると 言われており，今回，本質的

な部分に踏み込み深く省察した経験が，保育者

の専門性に対しての意識の高まりや，やりがい

となり，保育者の力量を形成していくことが明

確となった。

V 今後の課題と展望

今後の課題は，今回の取組を組織の状態に合

わせて保つことである。合わせることが形骸化

にならないようにしていく必要がある。より具

体化され，より思考され，より試行錯誤され，

実践につなげられると，保育や生活の奥深さに

教育の意義や意味があることを実感し，それを

追求しようと更に深い流れを呼ぶ。この省察を

深めるサイクルをし、かに現場に存在させるか，

現場に戻っても有効な取組を継続 していきたい。


